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食道内腔で発生する活性酸化窒素種の食道粘膜上皮



























が知られているo Ussingchamberの管腔側は各種条件の溶液(Krebsbuffer ､ pH 1.5塩酸のみ､




【研究結果】 ex vz'T'0の実験においては､ pH 1.5塩酸のみの群では粘膜抵抗の低下､粘膜上皮透過
性の克進を認めたが､食道粘膜上皮のDISは認められなかった｡ pH 1.5塩酸と亜硝酸塩群では､
pH 1.5塩酸のみの群と比較して､更なる粘膜抵抗の低下､粘膜上皮透過性の克進と食道粘膜上皮の
DISが認められた｡特に､ pH 1.5塩酸と亜硝酸塩5.0 mM群では､粘膜抵抗､粘膜上皮透過性､
細胞間距離のいずれにおいてもpH 1.5塩酸のみの群と埠較して有意な変化を認めた｡ 1'D Vt'voの実
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ex vT･voの実験として､ Ussing chamberを用いてラット食道粘膜上皮の防御機構に対する
RNOS暴露の影響を検討した｡電気生理学的傷害の指標である粘膜抵抗､マンニトールを用い
た粘膜上皮透過性の変化を検討した｡亜硝酸塩は酸性条件下で種々のRNOS -返還されること
が知られており､ Ussingchamberの管腔側は各種条件の溶液(Krebsbuffer ､ pH l･5塩酸の









変化を認めた｡ )'D VLIvoの実験においても､ pH 1.5塩酸のみの群では食道粘膜上皮のDISは認
められなかったが､ pH 1.5塩酸と亜硝酸塩群では細胞間距離が有意に拡大し､食道粘膜上皮の
DISが認められた｡
本検討の結果より､ヒトにおいて胃食道逆流を伴う場合に唾液中の亜硝酸塩から産生される
RNOSは食道粘膜上皮のDIS形成の原因となる管腔内因子の一つである可能性が示唆された.
よって,本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める｡
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